






















【方法】富士市内の幼稚園、保育園および認定こども園に通園する 3 歳から 6 歳までの幼
児、両親であった。本研究では富士市内の幼稚園、保育園および認定こども園から 10 施設





とした。幼児の肥満は International Obesity Task Force の性・年齢別 BMI カットオフ値
（18 歳での BMI25 に相当）で分類、両親の肥満は日本肥満学会の判定基準をもとに BMI25
以上で分類した。  
【結果】幼児の肥満は 380 名中 21 名（男児 8 名，女児 13 名）、非肥満は 359 名（男児 182
名、女児 177 名）であった。ロジスティック回帰分析の結果、幼児の非肥満に対する幼児
の肥満のオッズ比は、「偏食が多い（はい）」（OR：3.628，p＝0.006）、「園から帰ったらお
菓子を食べる（はい）」（OR：0.352，p＝0.035）、「幼児向けスポーツ教室に通っている（は
い）」（OR：0.180，p＝0.025）、「父親の肥満（有）」（OR：3.732，p＝0.017）であった。 
【考察・結論】幼児の肥満は、幼児の食行動とスポーツ活動が関連し、両親の体格とは母
親ではなく父親の肥満が関連していた。先行研究では、肥満の父親における精子のエピゲ
ノム変化が子孫に受け継がれている可能性が指摘されている。本研究では、現在の体格を
調査しており、幼児が生まれる前の体格については調査していない。しかし、両親の食行
動、身体活動は幼児の肥満と関連がなかったことから、父親の肥満が幼児の肥満に影響し
ている可能性がある。本研究の結果、幼児期の肥満を予防するためには、幼児の食行動、
身体活動の改善だけでなく、両親の適正な生活習慣と体格の保持が関連することが示唆さ
れた。  
